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軍
事
郵
便
と 

軍
隊
手
帳
を
読
み
解
く

兵
士
の
記
録

横
浜
の
兵
士
の
記
録
が
、
よ
う
や
く
集
ま

り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
録
か

ら
兵
士
の
戦
争
体
験
を
再
現
し
よ
う
と
す
る

と
き
、
ぶ
つ
か
る
問
題
が
あ
る
。 

そ
れ
は
、
今
は
存
在
し
な
い
旧
日
本
軍
の

複
雑
な
組
織
で
あ
り
、
中
国
大
陸
か
ら
東
南

ア
ジ
ア
、
太
平
洋
ま
で
広
が
る
広
大
な
戦
場

と
様
々
な
部
隊
の
配
置
で
あ
る
。
と
く
に
日

中
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
軍
事
機
密
が

厳
格
に
な
り
、
軍
事
郵
便
は
検
閲
を
受
け
、

派
遣
先
や
所
属
部
隊
名
す
ら
秘
匿
さ
れ
た
。

部
隊
の
通
称
号
（
秘
匿
名
）
は
、
軍
事
郵
便

だ
け
で
な
く
、
軍
隊
手
帳
の
履
歴
や
様
々
な

書
類
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
軍
事
郵
便
や
軍
隊
手
帳
と
い

っ
た
戦
前
の
記
録
で
は
、
ま
ず
部
隊
名
か
ら

読
み
解
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
兵
士
一
人

一
人
の
履
歴
（
軍
歴
）
は
、
兵
士
の
戦
争
体

験
を
再
現
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
か
ら
で

あ
る
。

各
部
隊
や
戦
闘
の
記
録
は
、
防
衛
省
の
他

偕
行
文
庫
な
ど
に
も
所
蔵
さ
れ
、
ま
た
W
�E�

B
上
で
も
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
隊
の
通
称
号
に

つ
い
て
調
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。ま
た
、個
々

の
兵
士
の
軍
歴
に
つ
い
て
は
、
親
族
で
あ
れ

ば
厚
生
労
働
省
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
戦
後
に
書
か
れ
た
兵
士
自

身
の
証
言
や
手
記
も
、
様
々
な
機
関
や
W
�E�

B
上
で
数
多
く
公
開
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
横
浜
に
残
さ
れ
て
い
る
軍
隊
手

帳
と
軍
事
郵
便
を
対
象
に
、
旧
日
本
軍
関
係

の
記
録
を
ど
の
様
に
読
み
解
い
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

横
浜
の
戦
死
者
数

最
初
に
、
横
浜
出
身
兵
士
の
基
本
的
な
情

報
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
横
浜
に
は
連
隊

の
駐
屯
が
な
く
、
甲
府
連
隊
区
に
属
し
て
い

た
（
一
九
四
一
年
に
横
浜
連
隊
区
が
設
け
ら

れ
る
が
連
隊
の
駐
屯
は
な
か
っ
た
）。
し
た

が
っ
て
、
全
て
で
は
な
い
が
多
く
の
兵
士
が

甲
府
連
隊
に
入
営
し
、
そ
の
後
各
部
隊
に
配

属
さ
れ
た
。
甲
府
連
隊
の
戦
争
中
の
動
き
な

ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の『
市
史
通
信
』

で
も
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
戦
死
者

数
と
い
う
側
面
か
ら
、
横
浜
出
身
兵
士
の
実

態
の
一
端
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

横
浜
出
身
兵
士
の
戦
没
者
数
は
、
神
奈
川

県
が
一
九
六
五
年
の
調
査
を
ま
と
め
た
も
の

に
よ
る
と
、
一
万
九
八
五
一
人
に
の
ぼ
る

（『
生
活
援
護
課
業
務
関
係
資
料
集
』
神
奈

川
県
福
祉
部
生
活
援
護
課
、
一
九
九
四
年
）。

一
方
、
横
浜
市
史
編
集
の
過
程
で
、
三
ツ
沢

の
横
浜
市
戦
没
者
慰
霊
塔
の
名
簿
を
集
計
し

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
戦
没
者
数
は
二
万
一

五
四
〇
人
（『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
第
一
巻
下
、

横
浜
市
、
一
九
九
六
年
）
で
あ
っ
た
。

二
つ
の
記
録
に
は
一
七
〇
〇
人
近
い
ず
れ

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
調
査
時
期
や
調
査
対
象

者
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
横
浜
市
で
は
お
よ
そ
二
万
人
に

及
ぶ
戦
死
者
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
当
然
県
内
の
市
町
村
で
は
最
も
多
く
、

県
の
記
録
に
基
づ
け
ば
県
内
の
三
九
・
六
％

を
占
め
る
。
一
九
三
五
年
当
時
の
横
浜
市
の

人
口
は
約
七
〇
万
人
で
、
県
人
口
の
三
八
パ

ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
、
ほ
ぼ
人
口
比
率
相

当
と
い
え
る
（『
神
奈
川
県
史　

資
料
編
二

一　

統
計
』
神
奈
川
県
、
一
九
八
二
年
）。

戦
没
者
の
内
訳
を
見
る
と
、
陸
軍
が
一
万

四
七
八
一
人
、
海
軍
が
五
〇
七
〇
人
と
な
っ

て
い
る
（
以
下
、
い
ず
れ
も
県
の
統
計
に
よ

る
）。
戦
没
地
域
別
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が

最
も
多
く
、
次
い
で
中
国
大
陸
、
そ
し
て
マ

リ
ア
ナ
諸
島
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
方
面
、
そ
の

他
南
洋
諸
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
、
仏
印
・

ビ
ル
マ
と
続
く
。
硫
黄
島
を
含
め
る
と
、
南

方
で
の
戦
死
者
が
ほ
ぼ
六
割
を
占
め
る
。

海
軍
の
み
の
内
訳
で
は
、
南
方
が
七
割
を

超
え
、
そ
の
内
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
南
洋
諸
島

だ
け
で
過
半
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
内
地

表1　横浜市出身者の地域別戦没者数
地　　　　域 陸軍 海軍 計

満洲（関東州を含む） 720 4.9% 1 0.0% 721 3.6%
ソ連地区 519 3.5% 2 0.0% 521 2.6%
朝鮮 166 1.1% 14 0.3% 180 0.9%
北方地区（ソ連地区を除く） 102 0.7% 72 1.4% 174 0.9%
中国 2,772 18.8% 155 3.1% 2,927 14.7%
仏印・タイ・ビルマ 970 6.6% 84 1.7% 1,054 5.3%
比島 3,257 22.0% 706 13.9% 3,963 20.0%
ニューギニヤ方面 1,528 10.3% 146 2.9% 1,674 8.4%
サイパン・グアム・テニアン・マライ・ボルネオ他 1,183 8.0% 1,492 29.4% 2,675 13.5%
その他南洋諸島 1,038 7.0% 1,167 23.0% 2,205 11.1%
台湾 188 1.3% 101 2.0% 289 1.5%
沖縄 777 5.3% 19 0.4% 796 4.0%
硫黄島 199 1.3% 137 2.7% 336 1.7%
内地 503 3.4% 755 14.9% 1,258 6.3%
不明 859 5.8% 219 4.3% 1,078 5.4%

合　　　　計 14,781 100% 5,070 100% 19,851 100%

注：『生活援護課業務関係資料集』（神奈川県福祉部生活援護課、1994年）より作成。

表2　鶴見区の時期別戦没者数　昭和12年7月以降
昭和12年

7月～
昭和12年

7月～ 18年 19年 20年8月
15日迄

20年8月
15日以降 不明 計

内地 15 10 22 46 323 40 2 458
朝鮮・台湾・樺太 0 0 2 15 12 13 0 42
中国大陸 100 32 28 69 64 70 7 370
南方 3 28 48 388 428 43 8 946
その他太平洋 0 2 2 22 9 0 0 35
その他 4 2 13 39 24 41 0 123
不明 4 0 3 9 1 3 1 21

合計
126 74 118 588 861 210 18 1995

6.3% 3.7% 5.9% 29.5% 43.2% 10.5% 0.9% 100%

注：『横浜市史Ⅱ』第1巻下（横浜市、1996年）掲載の表より作成。
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が
一
五
％
近
く
あ
る
の
は
、
日
本
近
海
で
艦

船
が
沈
没
し
た
結
果
だ
ろ
う
。

な
お
、
戦
死
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
県
の

統
計
に
情
報
は
な
い
。
そ
こ
で
、
横
浜
市
戦

没
者
慰
霊
塔
の
名
簿
の
内
、
市
内
で
最
も
戦

死
者
の
多
か
っ
た
鶴
見
区
に
つ
い
て
集
計
し

た
数
字
を
紹
介
し
て
お
く
（
表
２
）。
そ
れ

に
よ
る
と
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
か

ら
敗
戦
ま
で
の
期
間
が
、
七
二
％
以
上
を
占

め
て
い
る
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
か

ら
一
九
四
三
年
ま
で
が
約
一
六
％
、
一
九
四

五
年
八
月
以
降
も
一
〇
％
を
超
え
る
。

戦
没
地
と
戦
没
時
期
い
ず
れ
か
ら
も
、
太

平
洋
戦
争
末
期
に
南
方
で
集
中
的
に
多
く
の

戦
死
者
を
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し

た
戦
死
者
に
関
わ
る
客
観
的
な
統
計
数
値
も

ま
た
、
過
酷
な
戦
争
の
実
態
を
よ
く
示
し
て

い
る
と
い
え
る
。

軍
隊
手
帳

こ
れ
に
対
し
て
、
軍
隊
手
帳
と
軍
事
郵
便

は
、
一
人
一
人
の
戦
争
体
験
を
よ
り
具
体
的

に
伝
え
て
く
れ
る
資
料
と
い
え
る
。
そ
の
内

容
を
読
み
解
い
て
い
こ
う
。

軍
隊
手
帳
は
、
徴
兵
検
査
を
受
け
て
兵
役

に
つ
く
者
全
員
に
与
え
ら
れ
た
。
ま
ず
冒
頭

に
軍
人
勅
諭
・
勅
語
が
赤
字
で
印
刷
さ
れ
、

さ
ら
に
心
得
と
一
九
四
二
年
か
ら
は
戦
陣
訓

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
本
人
に
関
わ
る
情
報
と
軍
歴
が
記

入
さ
れ
て
い
く
。
軍
管
区
・
部
隊
名
・
兵

種
・
官
等
級
（
階
級
）・
本
籍
・
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
と
、
身
長
や
帽
子
・
服
・
靴

の
サ
イ
ズ
な
ど
を
記
入
す
る
欄
も
あ
る
。
横

浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
軍
隊
手
帳
を
見
る
限

り
、
大
正
期
な
ど
古
い
時
期
の
も
の
に
は
、

身
長
や
被
服
等
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
が
、

昭
和
期
に
入
る
と
未
記
入
の
場
合
が
多
い
。

続
い
て
現
役
・
補
充
兵
役
・
後
備
役
・
国

民
兵
役
な
ど
の
年
限
を
記
す
兵
役
欄
が
あ
り
、

学
歴
や
精
勤
賞
・
褒
賞
と
善
行
・
適
任
欄
が

続
く
、
こ
れ
ら
の
欄
は
未
記
入
の
場
合
も
あ

る
。
そ
し
て
、
詳
細
な
軍
歴
を
記
す
履
歴
欄

に
、
入
営
・
入
隊
か
ら
配
属
部
隊
・
派
遣
先

と
除
隊
・
召
集
解
除
、
簡
閲
点
呼
な
ど
の
記

録
が
、
年
月
日
と
共
に
詳
細
に
記
さ
れ
る
。

以
上
が
軍
隊
手
帳
の
内
容
で
あ
る
が
、
な

か
で
も
身
長
欄
が
興
味
を
引
く
。
実
は
、
徴

兵
検
査
に
お
い
て
最
も
重
要
な
基
準
は
身
長

だ
っ
た
。
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
法

律
と
し
て
制
定
さ
れ
た
徴
兵
令
の
下
で
は
、

五
尺
（
一
五
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ル
）
が
合

格
と
さ
れ
て
い
た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
制
定
の
兵
役
法
の
下
で
は
、
一
五
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
合
格
と
し
、
現
役
兵
は

一
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
た
（
兵
役
法
施
行
令
）。
こ
れ
は
、

一
九
三
七
年
の
改
正
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一

五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
一
六
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

横
浜
市
史
資
料
室
が
所
蔵
す
る
軍
隊
手
帳

の
内
、
身
長
の
記
載
が
あ
る
の
は
二
つ
だ
け

で
あ
る
。
そ
の
一
人
吉
原
朝
次
さ
ん
は
、
身

長
は
五
尺
四
寸
一
分
で
約
一
六
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
靴
は
一
一
文
で
二
六
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
、
当
時
と
し
て
は
体
格
は
よ
か

っ
た
よ
う
だ
。
軍
隊
手
帳
に
は
、
徴
兵
検
査

の
結
果
等
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
推
測

に
と
ど
ま
る
が
、
甲
種
合
格
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

吉
原
さ
ん
の
軍
歴
に
つ
い
て
は
、『
市
史

通
信
』
前
号
で
紹
介
し
て
い
る
。
砲
兵
と
し

て
一
九
二
六
年
一
月
の
現
役
入
営
か
ら
一
九

四
三
年
の
召
集
解
除
ま
で
の
間
に
、
一
九
三

七
年
と
一
九
四
一
年
の
二
度
召
集
さ
れ
、
一

度
目
は
上
海
で
負
傷
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

記
録
が
、
全
て
履
歴
欄
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
人
の
小
野
浩
雄
さ
ん
に
つ
い
て
も
、

第
二
四
号
で
紹
介
し
た
。
身
長
は
五
尺
二
寸

五
分
と
い
う
か
ら
一
五
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
、
足
の
サ
イ
ズ
は
一
〇
文
で
二
四
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
と
、
当
時
と
し
て
は
平
均
的
な

体
格
と
い
え
よ
う
。
輜
重
兵
と
し
て
一
九
一

七
（
大
正
六
）
年
に
現
役
入
営
し
て
か
ら
二

〇
年
後
、
一
九
三
七
年
に
四
〇
歳
で
召
集
さ

れ
、
翌
年
召
集
解
除
と
な
っ
て
い
る
。

二
人
と
も
日
中
戦
争
開
戦
間
も
な
く
、
吉

原
さ
ん
は
三
二
歳
と
三
七
歳
の
二
度
、
小
野

さ
ん
は
四
〇
歳
と
い
う
兵
役
年
齢
上
限
で
召

集
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
年
齢
の
高
い
補
充

兵
が
召
集
さ
れ
た
の
が
、
日
中
戦
争
の
実
態

で
あ
っ
た
こ
と
も
、
軍
隊
手
帳
の
記
載
か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

軍
事
郵
便

軍
事
郵
便
は
、
駐
屯
地
あ
る
い
は
戦
地
か

ら
野
戦
郵
便
局
を
通
じ
て
送
ら
れ
た
葉
書
や

封
書
で
あ
る
。「
軍
事
郵
便
」
と
印
刷
さ
れ

た
専
用
の
葉
書
や
封
筒
が
あ
り
、
無
料
で
送

る
こ
と
が
で
き
た
。
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
絵

葉
書
も
あ
り
、
軍
の
酒
保
で
売
ら
れ
て
い
た

よ
う
だ
。
ま
た
、
挨
拶
状
な
ど
戦
地
で
文
面

を
印
刷
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

内
容
は
部
隊
長
が
検
閲
し
、
検
閲
済
の
ス

タ
ン
プ
が
表
に
押
さ
れ
た
。
作
戦
に
関
わ
る

地
名
な
ど
は
、
○
○
○
と
伏
せ
て
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
消
印
が
押
さ
れ
ず
、
年

月
日
が
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
。
家
族
や

小野浩雄さんの軍隊手帳
� 横浜の空襲と戦災関連資料（小野浩雄氏提供）
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知
人
が
兵
士
に
宛
て
た
葉
書
や
手
紙
は
、
普

通
郵
便
と
同
様
切
手
を
貼
っ
て
送
る
が
、
や

は
り
野
戦
郵
便
局
を
通
じ
て
兵
士
の
元
に
届

け
ら
れ
た
。
兵
士
が
受
け
取
っ
た
郵
便
物
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
比
較
的
少
な
い
。

兵
士
の
差
出
・
宛
先
の
住
所
に
当
た
る
の

が
所
属
部
隊
名
で
あ
る
が
、
日
中
戦
争
以
降

全
て
通
称
号
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

軍
隊
手
帳
の
履
歴
で
も
同
様
で
あ
る
。

通
称
号
が
ど
の
様
に
制
定
さ
れ
た
の
か
を

説
明
し
て
お
こ
う
。
始
ま
り
は
、
日
中
戦
争

に
よ
る
動
員
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
九
月

一
日
の
「
動
員
部
隊
等
ノ
称
呼
名
ニ
関
ス
ル

件
」
で
、
外
地
部
隊
は
部
隊
長
の
姓
を
冠
し

て
称
呼
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

日
中
戦
争
後
に
甲
府
で
新
た
に
編
成
さ
れ
た

歩
兵
第
一
四
九
連
隊
は
、
連
隊
長
津
田
辰
参

の
名
か
ら
津
田
部
隊
と
呼
ば
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
部
隊
長
が
代
わ
る
度

に
名
称
が
変
わ
る
こ
と
に
な
り
、
不
便
で
あ

っ
た
こ
と
と
、
さ
ら
に
秘
匿
性
を
強
め
る
た

め
、
一
九
四
〇
年
七
月
二
九
日
付
「
通
称
号

使
用
ニ
関
ス
ル
件
」
に
よ
り
、
部
隊
長
名
を

文
字
符
に
改
め
、
各
部
隊
に
通
称
番
号
を
割

り
振
り
、
両
者
の
組
合
せ
に
よ
る
通
称
号
を

使
用
し
て
、
軍
部
外
者
に
対
し
て
部
隊
の
固

有
名
や
編
成
を
秘
匿
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ

の
後
、
在
満
・
在
支
・
南
方
軍
各
部
隊
に
随

時
通
称
号
が
割
り
振
ら
れ
て
い
っ
た
。

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
資
料
中
安
室
吉
弥

家
資
料
に
あ
る
一
〇
〇
通
を
超
す
軍
事
郵
便

は
、
ほ
と
ん
ど
が
一
九
四
〇
年
以
前
の
満
州
・

中
国
か
ら
の
も
の
で
、
隊
長
名
に
よ
る
称
呼

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

先
の
津
田
部
隊
の
よ
う
に
、
当
時
の
隊
長
名

か
部
隊
名
の
ど
れ
か
が
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ

て
い
な
い
と
特
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

安
室
家
の
軍
事
郵
便
の
場
合
、
津
田
部
隊

と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
九
通
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
上
海
派
遣
軍
伊
東
部
隊
気
付

津
田
部
隊
石
井
隊　

小
島
弥
一
」
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
。
上
海
派
遣
軍
は
編
成
替
え
で

中
支
派
遣
軍
と
な
り
、
他
に
斉
藤
弥
部
隊
所

属
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

当
時
の
派
遣
軍
の
編
成
か
ら
、
伊
東
・
斎

藤
弥
は
そ
れ
ぞ
れ
師
団
長
伊
東
政
喜
と
斎
藤

弥
平
太
を
指
し
、
部
隊
は
第
一
〇
一
師
団
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
つ
ま
り
、
上
記
の

場
合
、「
上
海
派
遣
軍
第
一
〇
一
師
団
歩
兵

第
一
四
九
連
隊
」
と
な
る
。
石
井
隊
は
中
隊

名
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
。
ま
た
、
津
田
部
隊
以
外
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
固
有
部
隊
名
は
解
明
で
き
て
い
な
い
。

部
隊
の
通
称
号

こ
れ
ま
で
『
市
史
通
信
』
で
紹
介
し
て
き

た
軍
事
郵
便
を
例
に
、
も
う
少
し
部
隊
名
に

つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。
前
号
で
紹
介
し

た
田
中
国
一
郎
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後

部
隊
名
が
特
定
で
き
た
。

田
中
さ
ん
は
一
九
四
四
年
、
東
部
第
三
八

部
隊
（
歩
兵
第
一
五
連
隊
）
に
入
隊
し
、
北

支
派
遣
軍
に
配
属
さ
れ
た
。
翌
年
届
い
た
軍

事
郵
便
に
は
、
所
属
部
隊
が
甲
第
一
八
二
八

部
隊
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
年
二
月
に
北

京
で
編
成
さ
れ
た
第
一
五
二
兵
站
病
院
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
警
備
に

つ
く
衛
兵
な
ど
の
要
員
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
九
四
〇
年
以
降
の
通
称
号
に
つ
い
て
そ

の
固
有
部
隊
名
を
調
べ
る
に
は
、
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る「
通

称
号
に
関
す
る
綴
」
中
の
通
称
号
表
、
あ
る

い
は
「
陸
軍
部
隊
調
査
表
」
や
「
課
別
部
隊

通
称
番
号
一
覧
表
」
な
ど
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
（
以
下
、
旧
日
本
軍
関
係
の
資
料
は

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
に
よ
る
）。

ま
た
、
各
部
隊
の
略
歴
に
も
、
固
有
部
隊

名
と
通
称
号
が
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
部
隊
名
を
特
定
す
る
手
が
か
り
に
な
る
。

先
の
甲
第
一
八
二
八
部
隊
は
、「
北
支
那
方

面
部
隊
略
歴
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

田
中
さ
ん
は
そ
の
後
、
陣
第
二
九
九
八
部

隊
、
次
い
で
陣
第
二
九
九
四
部
隊
に
転
属
と

な
っ
た
。
第
六
三
師
団
工
兵
隊
と
独
立
歩
兵

第
七
九
大
隊
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
陸
軍

北
方
部
隊
略
歴
」
と
「
満
州
方
面
部
隊
略
歴
」

の
両
方
に
、
部
隊
略
歴
が
含
ま
れ
、
一
九
四

五
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
北
支
か
ら
満

州
に
移
動
し
た
よ
う
だ
。
田
中
さ
ん
は
八
月

末
に
満
州
の
軍
病
院
で
戦
病
死
す
る
の
だ
が
、

部
隊
の
移
動
の
経
緯
と
合
致
し
て
い
る
。

第
二
四
号
で
紹
介
し
た
長
島
秀
夫
さ
ん
の

軍
事
郵
便
に
つ
い
て
も
、
見
て
み
よ
う
。
長

島
さ
ん
は
、
一
九
四
二
年
一
一
月
に
東
部
第

一
七
部
隊
（
近
衛
輜
重
兵
連
隊
）
に
入
隊
し
、

翌
年
三
月
に
栄
第
一
六
四
四
部
隊
に
配
属
さ

れ
て
南
京
に
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
支
派
遣

軍
防
疫
給
水
部
が
正
式
名
称
で
あ
る
。

そ
の
後
同
年
九
月
、
長
島
さ
ん
は
南
方
へ

の
移
動
を
命
じ
ら
れ
、
一
ヶ
月
後
海
上
で
戦

死
す
る
。
同
年
一
二
月
二
六
日
付
の
戦
死
通

知
が
、
軍
事
郵
便
で
第
七
三
八
一
部
隊
か
ら

届
く
。
通
知
文
書
は
、
姫
路
師
団
参
謀
長
名

で
あ
る
。
第
七
三
八
一
部
隊
は
姫
路
で
編
成

さ
れ
た
第
一
七
師
団
司
令
部
の
こ
と
で
あ
り
、

参
謀
長
名
の
戦
死
通
知
と
つ
じ
つ
ま
が
合
う
。

北支にて　向かって右端が田中国一郎さん
� 田中一郎家資料（複製）

田中国一郎さんの軍事郵便　1945年
� 疎開中の妻に宛てた葉書　田中一郎家資料（複製）
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第
一
七
師
団
は
、
大
正
期
に
軍
縮
で
廃
止

さ
れ
た
師
団
を
日
中
戦
争
開
戦
後
に
姫
路
で

再
編
成
し
た
師
団
で
あ
る
。
中
支
派
遣
軍
に

属
し
て
い
た
が
、
一
九
四
三
年
九
月
に
南
方

転
進
を
命
じ
ら
れ
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
に

向
か
っ
た
。
長
島
さ
ん
は
お
そ
ら
く
、
こ
の

師
団
所
属
の
部
隊
に
転
属
し
、
輸
送
船
で
移

動
中
に
戦
死
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦
死
後
の
恩
賜
金
の
下
賜
な
ど
に
つ
い
て

は
、
原
隊
で
あ
る
東
部
第
一
七
部
隊
か
ら
の

通
知
が
残
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
戦
死
時
の

所
属
部
隊
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
、

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
は
有
名
な
ラ
バ
ウ
ル
基

地
が
あ
っ
た
島
で
、
現
在
は
パ
プ
ア
・
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
で
あ
る
。

濠
北
派
遣
軍

次
に
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
軍
事
郵
便
も
、

紹
介
し
て
お
こ
う
。
戦
後
、
日
本
社
会
党
の

県
議
会
議
員
を
長
く
務
め
た
伊
藤
博
さ
ん
の

軍
事
郵
便
と
、
留
守
を
守
っ
た
妻
喜
久
さ
ん

の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤
博
資
料
）。

伊
藤
さ
ん
は
、
も
と
も
と
文
学
志
望
で
、
自

身
の
戦
争
体
験
を
元
に
し
た
自
伝
的
小
説

『
太
平
洋
戦
争
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
）

を
書
い
て
い
る
。
妻
の
日
記
も
こ
の
小
説
の

な
か
に
、
人
名
は
小
説
上
の
名
前
に
変
え
ら

れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
全
文
引
用
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
さ
ん
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年

生
ま
れ
、
東
京
高
等
師
範
卒
業
後
、
中
学
校

（
旧
制
）
の
教
師
と
な
り
、
戦
後
も
神
奈
川

県
で
高
等
学
校
の
教
師
を
務
め
た
。
一
九
四

四
年
一
月
召
集
さ
れ
、
東
部
第
六
四
部
隊
に

入
隊
し
た
。
こ
れ
は
佐
倉
の
連
隊
を
指
す
が
、

佐
倉
で
は
歩
兵
第
五
七
連
隊
・
歩
兵
第
一
五

七
連
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
伊
藤
さ
ん
の
場
合
、

前
年
佐
倉
に
移
駐
し
て
き
た
近
衛
歩
兵
第
五

連
隊
補
充
隊
に
編
入
さ
れ
た
と
、『
太
平
洋

戦
争
』
の
な
か
で
記
し
て
い
る
。

東
部
軍
の
通
称
号
に
つ
い
て
は
、「
東
部

軍
隷
下
固
有
（
通
称
号
）
部
隊
号
表
」
な
ど

も
あ
る
が
、
各
連
隊
区
で
は
日
中
戦
争
後
新

た
な
連
隊
の
編
成
が
相
次
ぎ
、
時
期
に
よ
っ

て
ど
の
部
隊
を
指
し
て
い
る
か
特
定
す
る
の

は
難
し
い
。
ち
な
み
に
甲
府
連
隊
は
東
部
第

六
三
部
隊
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
歩
兵
第
四

九
連
隊
の
留
守
部
隊
に
よ
り
第
一
四
九
連

隊
・
第
二
一
〇
連
隊
が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、伊
藤
さ
ん
は
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
島（
現

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
へ
派
遣
さ
れ
る
。
戦
地
か

ら
の
軍
事
郵
便
に
は
、「
濠
北
派
遣
輝
第
一

〇
六
二
九
部
隊
第
一
古
山
隊
」
と
あ
る
。
濠

北
と
は
、
濠
州
の
北
、
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
北
部
と
い
う
こ
と
で
、
古
山
隊
は
中

隊
長
古
山
久
衛
の
名
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

輝
第
一
〇
六
二
九
部
隊
は
、
第
二
方
面
軍
野

戦
貨
物
廠
を
指
し
て
い
る
。

「
廠
」
と
は
、
元
々
は
広
い
建
物
を
意
味

す
る
が
、
旧
日
本
軍
は
軍
の
工
場
・
倉
庫
な

ど
を
、
た
と
え
ば
「
造
兵
廠
」「
補
給
廠
」
な

ど
と
称
し
た
。『
太
平
洋
戦
争
』
に
よ
れ
ば
、

伊
藤
さ
ん
の
所
属
部
隊
は
第
一
開
拓
勤
務
隊

と
い
い
、原
地
で
自
給
自
足
の
た
め
に
農
業
・

畜
産
・
漁
業
に
携
わ
る
要
員
と
し
て
編
成
さ

れ
た
と
い
う
。

現
地
に
入
っ
て
間
も
な
く
伊
藤
さ
ん
は
、

輝
第
一
六
三
〇
〇
部
隊
に
転
属
す
る
。
こ
れ

は
、
濠
北
派
遣
軍
の
中
核
で
あ
る
第
二
方
面

軍
司
令
部
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
さ
ん
は
、

司
令
部
の
あ
る
セ
レ
ベ
ス
島
に
移
り
、
経
理

部
建
築
課
に
配
属
さ
れ
た
。
部
隊
の
宿
舎
を

建
設
し
、
衣
食
住
に
必
要
な
資
材
を
調
達
す

る
の
が
任
務
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
伊
藤
さ
ん

は
原
地
で
敗
戦
を
迎
え
、
一
九
四
六
年
六
月

に
復
員
を
果
た
す
。

以
上
紹
介
し
て
き
た
部
隊
名
は
、
い
ず
れ

も
先
に
あ
げ
た
部
隊
名
の
表
な
ど
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
部
隊
に
は
様
々
な
任

務
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
部
隊
略
歴
や
当
事

者
の
証
言
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か
わ
か
ら
な

い
。
伊
藤
さ
ん
の
場
合
、
軍
事
郵
便
、
家
族

の
日
記
、
そ
し
て
自
伝
的
小
説
が
そ
ろ
っ
て

い
る
た
め
、
戦
争
体
験
を
詳
細
に
再
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
珍
し
い
例
と
い
え
よ
う
。

軍
歴最

後
に
、
前
号
で
紹
介
し
た
桐
谷
一
さ
ん

の
軍
隊
手
帳
を
例
に
、
軍
隊
手
帳
の
履
歴
欄

の
記
載
を
見
て
み
よ
う
。
桐
谷
さ
ん
は
は
じ

め
満
州
に
派
遣
さ
れ
た
後
、
沖
縄
の
守
備
隊

に
転
用
さ
れ
た
た
め
、
た
い
へ
ん
複
雑
な
転

属
・
移
動
を
し
て
い
る
。

桐
谷
さ
ん
は
、
一
九
四
三
年
九
月
の
臨
時

召
集
に
よ
り
東
部
第
八
八
部
隊
に
応
召
し
た
。

こ
れ
は
、
電
信
第
一
連
隊
（
相
模
原
）
を
指

し
て
い
る
。
そ
の
後
満
州
に
派
遣
さ
れ
て
配

属
さ
れ
た
部
隊
と
し
て
、
満
州
第
二
九
部
隊
・

満
州
第
一
一
部
隊
・
満
州
第
四
九
八
部
隊
・

満
州
第
二
五
二
七
部
隊
が
記
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
配
属
さ
れ
た
満
州
第
二
五
二
七
部

隊
は
電
信
第
二
七
連
隊
と
特
定
で
き
る
が
、

満
州
第
二
九
部
隊
は
通
称
号
の
表
に
も
記
載

が
な
く
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
、
満
州
第
一

一
部
隊
は
第
三
軍
司
令
部
、
満
州
第
四
九
八

部
隊
は
関
東
軍
経
理
部
鉄
嶺
出
張
所
と
な
っ

て
い
た
が
、
通
信
兵
の
桐
谷
さ
ん
が
ど
の
よ

う
な
意
味
で
配
属
さ
れ
た
の
か
、
定
か
で
は

な
い
。
通
称
号
は
時
期
や
方
面
に
よ
る
違
い

も
あ
る
の
で
、
部
隊
を
特
定
す
る
の
が
困
難

な
場
合
も
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
四
四
年
六
月
に
桐
谷
さ
ん

は
沖
縄
方
面
に
派
遣
さ
れ
て
、
ま
た
複
雑
な

転
属
を
繰
り
返
す
。
ま
ず
、
球
第
一
六
一
六

部
隊
（
第
三
二
軍
司
令
部
）
の
戦
闘
序
列
に

編
入
、
那
覇
で
球
第
七
一
六
五
部
隊
（
独
立

混
成
第
六
四
旅
団
司
令
部
）
に
所
属
し
、
徳

之
島
に
派
遣
さ
れ
て
球
第
一
八
八
三
〇
部
隊

（
電
信
三
六
連
隊
）
を
経
て
、
一
九
四
五
年

一
月
に
宮
古
島
に
移
り
、
豊
第
五
六
五
三
部

隊
（
第
二
八
師
団
通
信
隊
）
に
転
属
と
な
リ
、

敗
戦
を
迎
え
る
。

以
上
、
軍
事
郵
便
と
軍
隊
手
帳
に
記
載
さ

れ
た
部
隊
名
を
中
心
に
、
読
み
解
き
を
試
み

た
が
、
旧
日
本
軍
に
お
け
る
様
々
な
部
隊
と

任
務
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
軍
事

郵
便
ま
た
は
軍
隊
手
帳
が
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、

お
お
ま
か
な
兵
士
の
軍
歴
を
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
兵
士
自
身
の
証

言
や
手
記
な
ど
が
加
わ
れ
ば
、
戦
争
体
験
を

細
か
く
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

兵
士
た
ち
が
生
き
た
時
代
を
理
解
す
る
た

め
に
、
今
後
も
兵
士
に
関
わ
る
記
録
を
集
め

て
い
き
た
い
。
お
手
元
に
元
兵
士
に
ま
つ
わ

る
書
類
や
写
真
、
日
記
、
書
簡
、
葉
書
な
ど

が
あ
れ
ば
、
ご
一
報
下
さ
い
。
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